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会　議　録 

 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 会議の名称 令和５年度　第３回　栃木中央地域会議

 開催日時 令和５年６月１３日（火）１８時３０分開会～１９時５５分閉会

 開催場所 キョクトウとちぎ蔵の街楽習館　１階　大交流室　

 出席者及び欠席者氏名 別記１のとおり

 事務局職員職氏名 別記１のとおり

 その他出席者等 別記１のとおり

 会議事項 別記２のとおり

 会議の公開又は非公開の別 公開

 傍聴人の数 ０人

 その他必要事項 なし

 会議の経過（議事の要旨） 別記３のとおり
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別記１　出席者及び事務局 
 
○出席者　 
会　長　岡田　真由美　　　　副会長　下枝　順子 
委　員　小倉　治雄　　　　　委　員　中村　絹江 
委　員　岩出　智恵子　　　　委　員　染谷　芳江 
委　員　堀越　元樹　　　　　委　員　平本　重子 
委　員　水越　房代　　　　　委　員　古澤　利夫 
委　員　松本　真由美　　　　委　員　羽石　昌弘 
委　員　有馬　小枝子　　　　委　員　大塚　啓子 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　１４名 

 
○欠席者 
　委　員　林　美佐子 
 
○事務局 
【地域振興部】 
　髙野　義宏（地域振興部副部長兼地域政策課長） 
篠崎　雅一（地域政策課主幹） 

　永田　陽一（地域政策課主査） 
　野尻　博之（地域政策課主査）  
 
○その他出席者 
【都市計画課】 
　鈴木　宏彰（都市計画課計画景観係長） 
　吉田　容子（都市計画課主査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3 

別記２　会議事項（議題及び会議結果） 
　 

１　開　会 
 

２　あいさつ  
 

３　議　事 
　　①　栃木市都市計画マスタープラン（改訂版）及び栃木市立地適正化計画「防災指針」策 
　　　定の基本方針について（都市計画課） 
 
 

②　地域課題の洗い出しについて（グループワーク） 
 

 

４　その他 

・　次回の開催予定について　 

　　　　　７月１１日（火）午後６時３０分～　 

キョクトウとちぎ蔵の街楽習館　１階　大交流室　 

 

　　・　学習会の開催予定について 

　　　　　７月２０日（木）午後６時３０分～ 

　　　　　キョクトウとちぎ蔵の街楽習館　１階　大交流室 

 

 
５　閉　会 
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別記３　会議の経過（議事の要旨） 
 

 発言者 議題 ・ 発言内容 ・ 決定事項

 会長 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 

会長 

 

委員 

 

 

都市計画課 

 

 

 

委員 

 

 

都市計画課 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

都市計画課 

 

議事に入ります。 

 

①　栃木市都市計画マスタープラン（改訂版）及び栃木市立地適正化計画「防災

指針」策定の基本方針について 

 

事務局より説明をお願いします。 

 

【資料１により都市計画課が説明】 

 

説明ありがとうございます。何か質問はございますか。 

 

コンパクトシティとは集約していくということだと思いますが、栃木市全体とし

て集約するのか、地域ごとに集約するのか、どちらですか。 

 

一極集中ではなく、色々な拠点を設定していくことになるので、旧市町を拠点と

して集約していくことになります。それぞれの地域で生活するための施設を集め

たり住居を集めたりといった計画になっています。 

 

防災は大きなテーマだと思いますが、実際に災害が起きてしまった場合の計画は

今回のプランで計画されているのでしょうか。 

 

災害が起きた場合の計画には、今回の防災指針と危機管理課の地域防災計画があ

ります。防災指針については、立地適正化計画の居住誘導区域の中の防災対策と

いう位置づけになっており、基本的に危ないエリアは外していますが、それでも

取り切れないリスクについては低減等を図っていくというものです。対して、地

域防災計画は市全域での災害対策で、予防や応急・復旧等を行う計画となります。

居住誘導区域内の計画と市全域の計画という違いはありますが、両計画が役割分

担・連携して防災対策を進めていきたいと思います。 

 

災害が起きる前の防災計画だけでなく、災害が起きてしまってからのことについ

ても計画に入れてほしいと思っての質問でした。ありがとうございました。 

 

計画の策定は業務委託の形式で行うのでしょうか。 

 

業務委託で行いますが、すべての業務を委託するのではなく、市ができない高度

な分析や他市町の計画との整合性の部分などを委託するもので、方向性等は市が
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委員 

 

 

 

都市計画課 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

Åグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

担っていくことになります。 

 

コンパクトシティとは店舗や住居等を一極に集中させることだと思いますが、極

端な例として、合併後の１市５町を１市１町に集約するようなイメージでよろし

いのでしょうか。 

 

一極に集中させるのではなく、各地域には中心地がありますので、そうした各拠

点に商業施設等を集約してその周りに住んでもらうということが理想です。強制

的に集約するのではなく、長い時間をかけてゆるやかに誘導するイメージです。

また、集約した地域のみが便利になるのではなく、集約と同時に公共交通を整備

し、どこの地域からも拠点にアクセスしやすくなって日常生活が便利になるとい

ったことも考慮していきます。 

 

人口密度のデータはありますか。例えば蔵の街大通り周辺の人口密度は極端に低

いです。全市的に人口密度のデータを取ってもらい、人口密度の高い地域を拠点

に集約・開発していってほしいと思います。 

 

それでは、次の議案に移ります。 

 

②　地域課題の洗い出しについて（グループワーク） 

 

グループワークの形式で進めますので、事務局の方で進行をお願いします。 

 

【グループワークについて事務局が進行】 

１．３人または４人ずつ４グループ（Å～Ｄグループ）に分かれる。 

２．それぞれが感じている地域課題についてグループ内で意見交換する。 

３．各グループで話し合った内容を全体で発表・共有する。 

 

Åグループから順番に発表をお願いします。 

 

美術館を盛り上げたい。 

栃木図書館の蔵書が少ない。 

若者の居場所（子ども食堂など）が少ない。 

こども 110 番の家のステッカーが貼ったままの空き家がある。 

水曜日小学生は早帰りなのに、はこのもり児童センターが休館である。 

栃木市は県内でも小さな親切運動が活発な地域である。 

第二公園の遊具は 6才までの年齢制限があるため、小学生が遊べない。 

育成会の減少、加入率低下。親の都合で育成会に参加できない子どもの増加。 

お囃子の継承が難しい。 
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Ｂグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃグループ 

 

 

 

 

子育て世代から 50 歳くらいまでの年代の自治会活動への参加が少ない。 

算数セットなど、学校にかかる費用と手間が多い。 

岡田記念館や横山郷土館、塚田記念館、お寺などを市民にもっと開放してほしい。 

ボランティアに参加する人の高齢化。 

イヤホンをしたままなど、高校生の自転車の乗り方が危ない。 

コメダ珈琲店向かいに有刺鉄線があり、子どもたちの通学に危ない。 

通学路に危ない個所があるので、注意喚起の看板を増やしてほしい。 

信号機のない横断歩道での車の一時停止が浸透していない。 

駅前が殺風景。栃木駅前だけでなく新栃木駅前も。 

公共交通機関（バス、タクシー等）と市民活動やイベントとの結びつきが希薄。 

水害や地震に対する防災への意識低下。 

河川カメラの認知度が低い。周知が必要。 

災害時の連絡方法、施設や民生委員との情報共有。 

止水板等、災害が起きる前の対処方法の周知徹底。 

 

街路樹に統一性がなく雑多。壊れたままの鉢が放置されている。 

瀬戸河原公園の堰にゴミが目立つ。 

高齢者の一方通行の逆相が多い。 

近所にスーパーがない。 

飲食店が一軒ごとに離れており、どこにどんな店があるか分からない。 

若い人がいない。 

空き家が増えている。 

いつ来るか分からない自然災害への不安。 

強盗が多発しており不安。 

小さな子どもを連れた親子が遊べる場所が少ない。 

街中のイベント間の横のつながりが希薄。 

地域活性化イベントの提案（還暦式、狼煙実験など）。 

観光地としての一層の魅力向上。 

観光拠点、名物になるお土産、駅前へのお土産屋、散策アプリがほしい。 

栃木市の観光情報 HPが栃木市のものと栃木市観光協会のものと分かれている。 

蔵の街なのに蔵を見学できる場所が少ない。 

皆川広照をもっと観光に生かしてほしい。 

大曲駐車場に展望台を作り、ふれあいバスを通してほしい。 

 

栃木市の歴史的な価値を見つけたい。 

蔵の街大通りに信号機が多い。 

公園はあるが利用者が少ない。 

蔵の街大通りや山車会館を使ったイベントの充実。イベント時の集客増。 

高齢者と子どもの交流が少ない。 



7 

  

 

 

 

 

 

Ｄグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長

蔵の街大通り沿いに空き店舗や空き地が増えた。 

子育てへ意識の格差拡大。 

公共施設を使う人と使わない人がいる。 

文化的、芸術的な活動をもっと広めたい。 

市の情報の伝わり方に温度差がある。 

 

ミツワ通りの活性化。お店が少ない。栃木駅－ミツワ通り－蚤の市通り－蔵の街

大通り－巴波川、それぞれの特徴を生かしてほしい。 

中央地域の歴史を知ってほしい。 

栃木城址への駐車場確保。 

警察署跡地に道の駅を作ってほしい。 

蔵の街大通りに人がいない。駅前にもお店が少ない。 

栃木駅を降りてから蔵の街大通りまでの間にワクワク感がない。観光客に楽しん

でもらう工夫を。 

蔵の街大通りにベンチがあると良い。観光客に食べ歩きをしてほしい。 

喫茶店が増えたがあまり知られていないお店もある。地元の人も分かりやすいマ

ップやサイト等が必要。多言語で。 

栃木河岸、片柳河岸、沼和田河岸の案内板が必要。 

川越と比較すると小江戸感がない。 

小山市や佐野市にはあるチェーン店が少ない（あっても過去に閉店）。 

若者が少ない。昔はイトーヨーカ堂に集まっていたし、今はスターバックスコー

ヒーに集まっている。どうしたら楽しんでもらえるか。 

地域住民同士のつながりを深めたい。 

地域住民が集まって話し合う場所がない。 

栃木中央小、栃木西中エリアの通学路が危険（自転車専用道路、街灯設置等）。 

栃木中央小には駐車場が少ないので徒歩での送迎になる。 

 

ありがとうございました。今回挙がった課題を事務局で持ち帰り整理・肉付けし、

次回会議で再度検討していただきたいと思います。 

 

以上で本日の議事は終了となります。 


